
令和6年度

検診機関別プロセス指標調査の集計結果とフィードバックについて 資料１１

０ 調査の概要

調査の背景

• 検診機関の精度管理を行う上では、プロセス指標を個別に提示し、評価を見える化す
ることが重要である。

• 検診機関のプロセス指標を集計・フィードバックしている区市町村は、全がん種で
20～40％程度※ であり、都全体で実施状況が悪い。
※令和6年度「市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査」

調査対象 令和４年度に１００人以上の対象者にがん検診を実施した検診機関
※ 100人以上実施した検診機関がない場合、実績上位の３検診機関を対象とする

集計値 受診率/要精検率/精検受診率・精検未把握率・精検未受診率/がん発見率
・陽性反応適中度 等

受診者数や要精検者数等を入力すると、

右表にプロセス指標が計算される



１ 要精検率の分布
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グラフの見方

← 第３四分位

← 中央値

← 第１四分位

← 平均値

← ひげの上限
    (第３四分位 + 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最大値)

← ひげの下限
    (第１四分位 ー 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最小値)

四分位範囲

← 外れ値
（ひげの上限・下限を超えるもの）



２ 精検受診率の分布
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グラフの見方
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← ひげの上限
    (第３四分位 + 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最大値)

← ひげの下限
    (第１四分位 ー 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最小値)

四分位範囲

← 外れ値
（ひげの上限・下限を超えるもの）
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３ 陽性反応適中度の分布
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肺 大腸 子宮頸 乳
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    (第３四分位 + 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最大値)

← ひげの下限
    (第１四分位 ー 四分位範囲 × 1.5

の範囲にある最小値)
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４ 受診者数・要精検者数に対するプロセス指標の分布
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n=2,525

その他がん種の散布図は、資料11-1を参照

• 横軸に受診者数・要精検者数、縦軸にプロセス指標となる散布図
• 集団全体からの離散度合いにより、検診機関ごとの立ち位置を評価することが可能

例） 大腸がん（個別検診）

n=2,528 n=2,525

・・・ 各プロセス指標の分母となる受診者数・要精検者数の規模を考慮した際、
真の「外れ値」と推定される範囲



５ 区市町村へのフィードバックツールの提供

任意の数値を入力すると、
都全体のデータを示した散布図に
当該機関が青くプロットされる

• 区市町村が実施する、検診機関に対するプロセス指標のフィードバックを支援する
• 散布図を作成し全体と比較することで、各検診機関ごとの精度管理評価が可能

令和7年3月に各区市町村へ配布予定
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